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令
和
２
年
産
り
ん
ご
は
、
開
花

期
の
強
風
、
降
雨
の
影
響
に
よ
る

カ
ラ
マ
ツ
の
発
生
、
ま
た
、
一
部

凍
霜
害
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
各
品
種
共
に
、
着
果
量
は
多

い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
台
風
の

影
響
も
な
く
、
適
度
な
降
雨
に
よ

り
肥
大
は
順
調
に
進
ん
だ
も
の

の
、
春
先
の
凍
霜
害
の
影
響
で
サ

ビ
果
の
発
生
、
ま
た
、
８
月
の
猛

暑
、
９
月
の
残
暑
の
影
響
で
ヤ
ケ

果
が
発
生
し
、
作
業
に
も
遅
れ
が

出
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
の
開
市
か
ら
11
月

30
日
ま
で
の
累
計
は
、
弘
果
が

数
量
３
７
６
万
８
千
箱
（
前
年

比
１
１
３
．
８
％
）、
平
均
単
価

４
０
７
４
円
（
同
95
．
３
％
）、

津
軽
り
ん
ご
市
場
が
数
量

１
９
１
万
６
千
箱
（
同
１
０
６
．

３
％
）、
平
均
単
価
４
０
０
８
円

（
同
94
．
４
％
）
と
、
順
調
な
取

引
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
生
種
に
つ
い
て
、「
つ
が
る
」

は
、
他
県
産
の
品
質
の
悪
さ
か
ら

令和２年弘果この一年令和２年弘果この一年

引
き
合
い
が
強
く
、

８
月
の
猛
暑
の
影
響

で
ヤ
ケ
果
が
多
く
発

生
し
た
も
の
の
、
販

売
単
価
で
は
前
年
を

上
回
り
ま
し
た
。

　

中
生
種
に
つ
い

て
、「
ト
キ
」
は
、

大
玉
を
中
心
に
海
外

か
ら
の
引
き
合
い
が

強
く
、
堅
調
な
取
引

と
な
り
ま
し
た
。「
早

生
ふ
じ
」
は
、
９
月

の
残
暑
の
影
響
に
よ

り
、ヤ
ケ
果
の
発
生
、

作
業
遅
れ
か
ら
の
着

色
不
足
に
よ
り
、
単
価
で
は
前

年
を
下
回
り
ま
し
た
。「
ジ
ョ

ナ
ゴ
ー
ル
ド
」
は
、
除
袋
後
に

肥
大
し
た
こ
と
に
よ
り
全
体
的

に
着
色
が
薄
か
っ
た
も
の
の
、

長
期
貯
蔵
用
の
仕
入
れ
か
ら
堅

調
な
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

　

晩
生
種
に
つ
い
て
、「
王
林
」

は
、
ビ
タ
ー
ピ
ッ
ト
の
発
生
、

自
然
落
果
に
よ
る
入
荷
減
と
な

り
ま
し
た
。「
有
袋
ふ
じ
」
は
、

春
先
の
凍
霜
害
の
影
響
で
サ
ビ

果
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
長
期

貯
蔵
用
の
仕
入
れ
か
ら
堅
調
な

取
引
と
な
り
ま
し
た
。「
サ
ン

ふ
じ
」
は
、
着
果
量
が
多
く
、

肥
大
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
で

数
量
は
前
年
を
上
回
っ
た
も
の

の
、
９
月
の
残
暑
の
影
響
に
よ

る
作
業
遅
れ
、
日
照
不
足
に
よ

り
着
色
が
進
ま
ず
、
下
位
等
級

品
が
多
く
な
り
、
単
価
で
は
前

年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

生
産
者
の
利
便
性
、
労
働
力

軽
減
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て

今
年
、
弘
果
り
ん
ご
部
で
は
９

か
所
（
岩
木
、
目
屋
、
小
沢
、

大
鰐
、
平
賀
、
浪
岡
、
鬼
沢
、

十
面
沢
、
秋
田
県
北
）、
津
軽

り
ん
ご
市
場
３
か
所
（
五
所
川

国
産
果
実

国
産
果
実

輸
入
果
実

輸
入
果
実

　

今
年
は
１
月
か
ら
、
全
国
的

に
暖
冬
傾
向
で
概
ね
穏
や
か
な

天
候
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
影

響
に
よ
り
、
順
調
に
生
育
し
た

大
型
野
菜
や
葉
物
の
潤
沢
な
入

荷
が
続
き
、
安
値
で
の
取
引
と

な
り
ま
し
た
。
２
月
下
旬
以
降

か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
に
よ
る
外
出
自
粛
や

学
校
の
休
校
で
、
買
い
置
き
に

よ
る
「
巣
ご
も
り
需
要
」
が
高

ま
り
、
末
端
で
の
荷
動
き
が
良

く
価
格
が
上
向
き
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
４
月
か
ら
、
気
温

が
低
く
推
移
し
た
影
響
で
入
荷

が
一
定
せ
ず
、
定
植
作
業
に
も

遅
れ
が
出
ま
し
た
。
ま
た
県
外

で
は
、
大
型
野
菜
の
端
境
期
や

日
照
不
足
の
影
響
で
果
菜
類
の

入
荷
が
少
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
「
巣
ご
も
り
需
要
」
も
強
ま

り
、単
価
高
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
梅
雨
入
り
と
な
っ

た
６
月
は
、
曇
天
・
長
雨
の
影

響
で
、
品
質
低
下
や
生
育
不
良

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
主
産
地
が

関
東
か
ら
北
日
本
へ
切
替
わ
る

　

輸
入
果
実
は
全
般
的
に
、
世

界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
が
、
入
荷
数
や
相
場

形
成
、
販
売
面
で
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
「
バ
ナ
ナ
」
は
、
産
地
で
の

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
等
の
影
響
か
ら
、
春
の
需
要

期
に
は
入
荷
が
少
な
く
、
単
価

高
で
の
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

「
パ
イ
ン
」
も
同
様
の
状
況
に

加
え
、
天
候
不
順
の
影
響
か
ら

入
荷
が
少
な
く
、
単
価
高
で
の

取
引
と
な
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
「
ゼ

ス
プ
リ
キ
ウ
イ
」
は
、
干
ば
つ

に
よ
り
小
玉
傾
向
と
な
り
ま
し

た
が
、
糖
度
が
高
く
品
質
も
良

い
こ
と
か
ら
順
調
に
取
引
さ
れ

ま
し
た
。
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29
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15
時
ま
で

【
期
間
】
１
月
５
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29
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時
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８
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５
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市
各市場とも止市・初市当日は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、入場時各市場とも止市・初市当日は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、入場時
の検温及びアルコール消毒を行います。また、必ずマスクを着用してご来場ください。の検温及びアルコール消毒を行います。また、必ずマスクを着用してご来場ください。

【
弘
果

【
弘
果  

弘
前
中
央
青
果
】

弘
前
中
央
青
果
】

り
ん
ご　

り
ん
ご　

1212
月月
2828
日
（
月
）

日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
～

　
　
　
　
　

午
前
８
時
～

青
果　
　

青
果　
　

1212
月月
2929
日
（
火
）

日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
６
時
～

　
　
　
　
　

午
前
６
時
～

【
津
軽
り
ん
ご
市
場
】

【
津
軽
り
ん
ご
市
場
】

　
　
　
　

　
　
　
　

1212
月月
2828
日
（
月
）

日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
～

　
　
　
　
　

午
前
８
時
～

【
弘
前
花
き
】

【
弘
前
花
き
】

　
　
　
　

　
　
　
　

1212
月月
2828
日
（
月
）

日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前

　
　
　
　
　

午
前
1111
時
～
時
～

【
弘
果

【
弘
果  

弘
前
中
央
青
果
】

弘
前
中
央
青
果
】

青
果　
　

１
月
５
日
（
火
）

青
果　
　

１
月
５
日
（
火
）

　
　
　

午
前
６
時

　
　
　

午
前
６
時
3030
分
～
分
～

り
ん
ご　

１
月
５
日
（
火
）

り
ん
ご　

１
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
～

　
　
　
　
　

午
前
８
時
～

【
津
軽
り
ん
ご
市
場
】

【
津
軽
り
ん
ご
市
場
】

　　
　
　
　

１
月
５
日
（
火
）

　
　
　

１
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
～

　
　
　
　
　

午
前
８
時
～

【
弘
前
花
き

【
弘
前
花
き
】】

　
　
　
　

　
　
　
　

１
月
５
日
（
火
）

１
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前

　
　
　
　
　

午
前
1010
時
～
時
～

　

令
和
２
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
、
社
会
活
動
、
経
済

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
、
社
会
活
動
、
経
済

活
動
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
農
作
物
の
生
産
、
流
通
に
お

活
動
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
農
作
物
の
生
産
、
流
通
に
お

い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
や
天
候
等
の
複
合
的
な
要
因
か
ら
、
需
給
バ
ラ
ン
ス

い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
や
天
候
等
の
複
合
的
な
要
因
か
ら
、
需
給
バ
ラ
ン
ス

や
消
費
動
向
、
流
通
形
態
等
が
大
き
く
変
動
し
た
一
年
で
し
た
。

や
消
費
動
向
、
流
通
形
態
等
が
大
き
く
変
動
し
た
一
年
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
社
取
扱
い
の
り
ん
ご
、
や
さ
い
、
国
産
果
実
、
輸
入
果
実

　

そ
こ
で
、
当
社
取
扱
い
の
り
ん
ご
、
や
さ
い
、
国
産
果
実
、
輸
入
果
実

そ
れ
ぞ
れ
の
令
和
２
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
令
和
２
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

初

市

初

市

※
両
精
算
所
と
も
に
、土
曜
日
、

市
場
休
市
日
は
休
み
で
す
。

原
、
鶴
田
廻
堰
、
鯵
ヶ
沢
建
石
）

の
集
荷
場
の
開
設
、
選
果
処
理

能
力
及
び
品
質
向
上
を
目
的
と

し
た
選
果
機
稼
働
に
よ
る
選
果

委
託
品
販
売
の
強
化
（
津
軽
り

ん
ご
市
場
で
は
今
年
度
、
り
ん

ご
選
果
場
・
選
果
機
を
設
置
）

等
を
行
い
ま
し
た
。

　

チ
リ
産
、ア
メ
リ
カ
産「
ブ

ド
ウ
」
は
、
順
調
な
入
荷
と

な
り
ま
し
た
が
、
量
販
店
で

の
販
売
促
進
活
動
と
な
る
対

面
試
食
販
売
が
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
行
え
ず
、
低
調
な
取
引

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ア
ボ
カ
ド
」
は
、ペ
ル
ー

産
が
潤
沢
な
入
荷
で
量
販
に

繋
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
堅
調

な
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
」
は
、
ア
メ

リ
カ
産
が
糖
度
セ
ン
サ
ー
選

果
品
を
主
体
と
し
て
、ま
た
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
は
小
玉

中
心
に
ど
ち
ら
も
順
調
な
取

引
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
」

は
、
南
ア
フ
リ
カ
産
の
減
少

か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産

を
中
心
に
引
き
合
い
が
強

く
、
堅
調
な
相
場
で
の
取
引

と
な
り
ま
し
た
。

会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

に
よ
り
荷
動
き
が
悪
く
、
販

売
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。
和
歌
山
県
産
の
柿
は
、

高
温
に
よ
る
着
色
遅
れ
か
ら

果
肉
先
行
と
な
り
、
特
に
早

生
種
に
お
い
て
は
、
軟
化
品

が
多
く
み
ら
れ
、
入
荷
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

温
州
み
か
ん
は
、
極
早
生

種
が
、
春
先
の
着
果
不
良
に

よ
り
生
産
減
と
な
り
ま
し

た
。
早
生
種
は
、
各
生
産
地

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

平
年
並
み
の
生
産
量
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
情
報
は
各
社

関
連
情
報
は
各
社
HPHP
か
ら
か
ら

津軽市場

り
ん
ご

り
ん
ご

や
さ
い

や
さ
い

　「
ア
ム
さ
ん
メ
ロ
ン
」
は
春

先
の
低
温
の
影
響
か
ら
生
育
遅

れ
と
な
り
、
７
月
上
旬
か
ら
入

荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
販
売
環
境
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
他
県
産
の

切
り
上
が
り
や
「
巣
ご
も
り
需

要
」に
よ
り
引
き
合
い
が
強
く
、

７
月
か
ら
は
、
関
東
産
の
切
り

上
が
り
が
早
ま
っ
た
こ
と
と
、

競
合
す
る
北
海
道
産
の
出
遅
れ

か
ら
、
青
森
県
産
へ
の
引
き
合

い
が
強
ま
り
、
殆
ど
の
品
目
が

単
価
高
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

旧
盆
過
ぎ
か
ら
９
月
上
旬
ま

で
全
国
的
に
猛
暑
日
が
続
き
、

弘
前
で
は
９
月
３
日
に
36
．

７
℃
と
９
月
の
観
測
史
上
最
高

気
温
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の

猛
暑
に
よ
り
、
果
菜
類
の
着
果

不
良
や
葉
物
の
生
育
不
良
で
、

全
国
的
に
10
月
上
旬
ま
で
の
出

荷
量
に
影
響
が
出
ま
し
た
。
９

月
下
旬
以
降
か
ら
気
温
の
低
下

と
共
に
、
大
型
野
菜
を
中
心
に

末
端
で
の
荷
動
き
が
良
く
、
堅

調
な
取
引
が
続
き
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
順
調
な
生
育

と
な
っ
た
秋
冬
野
菜
は
、
全
体

的
に
入
荷
量
が
増
加
し
た
影
響

に
よ
り
、
相
場
が
下
落
に
転
じ

ま
し
た
。
年
末
ま
で
豊
富
な
入

荷
量
が
見
込
ま
れ
て
、
厳
し
い

取
引
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

後
続
の
「
つ
が

り
あ
ん
メ
ロ

ン
」
い
ず
れ
も

高
単
価
で
の
取

引
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
西

瓜
・
小
玉
西
瓜

に
お
い
て
も
猛

暑
の
影
響
も
あ

り
、
高
単
価
で

の
取
引
と
な
り

ま
し
た
。

　

年
々
販
売
を

伸
ば
し
て
い
る

「
つ
が
り
あ
ん
ピ
ー
チ
」
は
、

他
県
産
の
品
質
の
悪
さ
か
ら
引

き
合
い
が
強
く
、
順
調
な
取
引

と
な
り
ま
し
た
。秋
果
実
で
は
、

「
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
」
や
「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
は
、
他
の

品
目
同
様
に
、
他
県
産
の
品
質

劣
化
品
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と

か
ら
貯
蔵
品
を
中
心
に
順
調
な

取
引
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

県
外
果
実
で
は
、
千
葉
県
産

西
瓜
が
昨
年
の
台
風
に
よ
り
ハ

ウ
ス
物
が
生
産
減
と
な
り
ま
し

た
。
茨
城
県
産
メ
ロ
ン
は
、
低

温
に
よ
る
小
玉
傾
向
か
ら
数
量

減
の
単
価
高
で
推
移
し
、
運
動

弘
果
精
算
所

弘
果
精
算
所

津
軽
市
場
精
算
所

津
軽
市
場
精
算
所



食を支えてくれる生産者の皆さまを応援するため、分野や業種を越えた

地域企業が手を取り、弘果友の会が結成されました。

弘果友の会加盟店で、弘果及び津軽りんご市場の出荷登録番号票カード

（左側参照）を提示すると、様々なサービスを受けることができます。

出荷カードを提示するとお得なサービスが受けられます！

・ 切手買取価格の 10％増

・ JR 東日本株主優待券 100 円 / 枚
   値引き販売

〒036-8002
弘前市駅前 1-2-1 1F
　　0172-38-3222



※(株 )佐藤長は、新サービス準備中につき、現在利用できません。

出荷カードを提示するとお得なサービスが受けられます！

サービスを提供する企業は全部で 21社

※サービス内容の詳細につきましては、

参加企業各社にお問い合わせください。



ひ ろ か だ よ り （4）

今が今が

た
か
は
る

た
か
は
る

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見

出
し
、
夢
に
向
け
努
力
す
る
期
待
の

後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

本
田
　
孝
治

本
田
　
孝
治
さ
ん
さ
ん

（43）（43）
【
住
所
】　

弘
前
市
高
杉

【
家
族
構
成
】　

両
親
、妻
、

子
供
３
人

【
作
付
状
況
】　

り
ん
ご
2.4

㌶【就
農
年
】　

２
０
０
４
年

【
き
っ
か
け
】
高
校
卒
業

後
、
地
元
の
縫
製
会
社
に

就
職
し
勤
め
て
い
ま
し

た
。
秋
に
は
家
業
で
あ
る

り
ん
ご
農
家
を
手
伝
い
、

当
時
は
こ
の
日
常
が
、
津

軽
で
は
よ
く
あ
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
だ
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
時
が
経
ち
、
り

ん
ご
農
家
の
高
齢
化
、
労

働
力
不
足
等
の
ニ
ュ
ー
ス

を
目
に
す
る
こ
と
が
あ

り
、
自
分
が
置
か
れ
て
い

る
状
況
を
真
剣
に
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
家
業
の
こ
れ
か
ら

を
見
据
え
た
時
、「
継
ぐ

の
は
私
し
か
い
な
い
」
と

の
思
い
に
至
り
、
本
格
的

に
就
農
し
ま
し
た
。

【
現
在
】「
家
業
を
継
ぐ
」
と

い
う
志
は
高
か
っ
た
も
の

の
、
専
門
的
な
こ
と
は
何
も

解
ら
ず
に
最
初
は
苦
労
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
前
職
の
経
験

を
活
か
し
、「
工
程
」
を
意

識
す
る
よ
う
に
な
り
、
各
作

業
の
意
味
、
役
割
、
結
果
を

理
解
し
、
経
験
を
重
ね
た
こ

と
で
、
栽
培
、
農
業
経
営
の

ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
高
杉
地
区

は
家
業
を
継
ぐ
同
年
代
の
就

農
者
が
多
く
、
仲
間
と
し
て

気
軽
に
相
談
で
き
る
等
、
恵

ま
れ
た
環
境
が
あ
り
、
農
業

を
営
む
上
で
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
高
さ
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
こ
れ
か
ら
も

農
業
を
続
け
て
い
く
た
め
、

就
農
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

「
労
働
力
不
足
」
を
発
展
的

に
解
消
し
て
い
き
た
い
。
り

ん
ご
栽
培
作
業
は
人
（
労
働

力
）
あ
り
き
で
す
が
、
品
種

構
成
の
見
直
し
に
よ
る
労
働

力
の
短
期
集
中
型
か
ら
分
散

化
、
ま
た
、
機
械
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
大
い
に
活
用
し

た
省
力
化
等
、
自
分
の
出
来

る
範
囲
で
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま

す
。

【
座
右
の
銘
】「
成
功
の
影

に
は
必
ず
失
敗
が
あ
る
」

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド

「
ユ
ニ
ク
ロ
」
や
「
GU
」
を

展
開
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ

イ
リ
ン
グ
社
長
柳
井
正
氏
の

言
葉
で
す
。
前
職
の
影
響
か

ら
同
氏
の
活
躍
や
発
言
に
注

目
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ

の
言
葉
を
「
失
敗
を
恐
れ
な

い
」
と
解
釈
し
、
何
事
も
ベ

ス
ト
な
結
果
に
繋
げ
て
い
く

た
め
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

弘
前
市
一
町
田
地
区
で

栽
培
さ
れ
る
「
せ
り
」
は
、

冬
で
も
凍
る
こ
と
の
な
い

豊
富
な
湧
水
を
利
用
し

ひろかごはん

ひろか
ごはん
ＱＲ
コード

せりたっぷり練りこみうどんせりたっぷり練りこみうどん

腰まで水に浸かり収穫に励む木村さん

　

当
社
第
２
卸
売
場
特
設
会
場

に
於
い
て
11
月
21
日
、
弘
前
市

下
湯
口
の
岩
崎
智
里
さ
ん
が
手

掛
け
た
文
字
絵
り
ん
ご
の
研

究
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

来
年
の
干
支
「
丑
」
や
縁
起

物
の
七
福
神
等
の
絵
柄
が
入
っ

た
72
種
類
２
８
４
点
の
作
品
が

出
展
さ
れ
、
競
売
で
は
、
七
福

神
や
松
竹
梅
、
寿
な
ど
が
描
か

れ
た
陸
奥
28
個
入
り
「
宝
船
」

が
11
万
円
と
最
高
値
で
取
引
さ

れ
ま
し
た
。

　

岩
崎
さ
ん
は
今
年
の
文
字
絵

り
ん
ご
の
出
来
に
つ
い
て
「
今

年
は
台
風
の
心
配
が
な
く
、
栽

培
条
件
が
良
か
っ
た
お
か
げ
で

過
去
最
高
の
出
来
」
と
総
括
し

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
中

で
需
要
が
無
く
、
買
い
手
が
付

か
な
い
心
配
が
あ
っ
た
そ
う
で

し
た
が
、
取
引
の
結
果
を
受
け

て
「
こ
の
状
況
下
で
も
高
値
で

取
引
さ
れ
た
こ
と
に
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

創作文字絵研究発表会創作文字絵研究発表会

縁
起
物
ず
ら
り
会
場
を
彩
る

縁
起
物
ず
ら
り
会
場
を
彩
る

た
、
藩
政
時
代
か
ら

続
く
と
さ
れ
る
津
軽

の
伝
統
野
菜
で
、「
一

町
田
せ
り
」
と
呼
ば

れ
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
「
一
町
田
せ

り
」
の
知
名
度
と
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上

と
、
生
産
力
の
確
保

を
目
的
に
、
同
地

区
の
生
産
者
15
名

で
「
一
町
田
せ
り
を

守
る
会
」
が
平
成
28

年
に
組
織
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
会
の
木
村
四
郎

さ
ん
の
せ
り
田
で

は
、
11
月
下
旬
か
ら

収
穫
が
始
ま
り
、
需

要
期
の
年
末
年
始
に

収
穫
の
ピ
ー
ク
を
迎

一
町
田
せ
り

一
町
田
せ
り

え
ま
す
。
木
村
さ
ん
は
「
腰
ま
で
水

に
浸
か
っ
て
行
う
収
穫
は
、
寒
中
で

は
特
に
つ
ら
い
作
業
で
す
。
し
か

し
、
伝
統
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
津

軽
の
冬
の
風
物
詩
で
も
あ
る
こ
の
せ

り
の
風
味
を
、
是
非
多
く
の
人
に
味

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
励
み
と
な
り

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
せ
り
は
、
き
れ
い
に

水
洗
い
さ
れ
、
梱
包
し
て
市
場
に
出

荷
さ
れ
ま
す
。
収
穫
作
業
は
雪
が
降

り
積
も
る
２
月
頃
ま
で
続
く
予
定
で

す
。

　

旬
を
迎
え

た
「
一
町
田

せ
り
」
の
美

味
し
い
調
理

法
は
、
当
社

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
、
旬
の

食
材
で
つ
く
る
お
す

す
め
レ
シ
ピ
「
ひ
ろ

か
ご
は
ん
」
で
公
開

し
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
と
も
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

本 格 出 荷 に 向 け本 格 出 荷 に 向 け

現 地 検 討 会 開 催現 地 検 討 会 開 催

湧 水 が 育 む 津 軽 の 伝 統 野 菜湧 水 が 育 む 津 軽 の 伝 統 野 菜

　
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
の
出
荷

最
盛
期
に
向
け
て
田
舎
館
い
ち
ご
研

究
会
（
花
田
賢
一
会
長
）
で
は
12
月

３
日
、現
地
検
討
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
が
出
荷
す
る
い
ち
ご
は
、
平

成
28
年
か
ら
田
舎
館
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
い
ち
姫
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
ま
と
い
、「
食

味
」「
品
質
」
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ

て
生
産
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
青

森
県
内
外
へ
「
い
ち
ご
の
産
地
＝
田

舎
館
」「
美
味
し
い
い
ち
ご
＝
田
舎

館
産
」
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
検
討
会
で
は
、
各
会
員
の
ハ

ウ
ス
を
回
り
生
育
状
況
を
確
認
、
温

度
管
理
や
病
害
虫
の
防
除
等
、
栽

培
環
境
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま

し
た
。
ま
た
、
パ
ッ
ク
の
詰
め
方

や
粒
揃
え
等
、
出
荷
規
格
の
統
一

を
図
る
こ
と
を
各
会
員
が
確
認
し

ま
し
た
。

　

花
田
会
長
は
「
本
格
出
荷
に
向

け
、
高
品
質
で
食
味
が
良
い
い
ち

ご
を
出
荷
し
て
い
く
た
め
、
栽
培

技
術
の
共
有
、
情
報
交
換
を
行

い
、
研
究
会
及
び
田
舎
館
い
ち
ご

ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
発
展
に
繋
げ

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
弘
前
水
産
地
方
卸
売
市
場
を
一
般
開

放
す
る
「
弘
前
水
産
土
曜
市
」
は
、
毎

週
土
曜
日
朝
７
時
か
ら
開
催
さ
れ
て
お

り
、
水
産
物
、
果
物
、
野
菜
、
花
き
、

菓
子
、
資
材
等
、
市

場
な
ら
で
は
の
鮮
度

と
品
揃
え
を
誇
り
ま

す
。

　

土
曜
市
で
は
11
月

限
定
の
催
し
と
し
て

「
歳
末
応
援
福
引
き

大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。福
引
き
は
、

場
内
の
水
産
仲
卸
店

舗
で
購
入
金
額
２
０
０
０
円
ご
と
に
１

回
可
能
で
、
同
市
場
内
で
12
月
中
に
使

え
る
最
高
１
万
円
の
商
品
券
が
当
た
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

同
大
会
は
、
例
年
11
月
下
旬
に
開
催
し
て

い
る
弘
前
市
場
ま
つ
り
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
を
踏
ま
え
中
止
が
決

定
し
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
代
替
の
催
し
と

し
て
、
弘
前
水
産
市
場
活

性
化
協
議
会
が
企
画
し
た

も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
福
引
き
を
行

う
と
い
う
来
場
者
は
「
市

場
ま
つ
り
が
中
止
に
な
っ

て
楽
し
み
が
減
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高

額
商
品
券
が
当
た
る
か
も

知
れ
な
い
期
待
を
持
っ

て
、
土
曜
市
の
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

年
末
の
買
い
物
も
こ
ち
ら
を
利
用
し
て
い
る

の
で
、
是
非
と
も
『
福
』
を
引
い
て
帰
り
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　
　

弘
前
水
産
福
引
き
大
会
開
催

弘
前
水
産
福
引
き
大
会
開
催

弘
前
水
産
福
引
き
大
会
開
催

弘
前
水
産
福
引
き
大
会
開
催 田舎館いちごを PRする花田会長（写真右）


